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1. 序論：新たな技術的パラダイムと「一時停止」メカニズム構築
の提言 
2026年6月、人工知能（AI）開発の最前線を牽引する米国のスタートアップ企業であるアンソロピック
（Anthropic）は、AIが人間の介入や指導をほとんど必要とせずに自律的に性能を高める「再帰的自
己改良（Recursive Self-Improvement: RSI）」という未知の領域に急速に近づいていると警告を発し
た 1。同社の研究機関である「アンソロピック・インスティテュート（The Anthropic Institute）」のマリ
ナ・ファバロ（Marina Favaro）氏と共同創業者兼社長のジャック・クラーク（Jack Clark）氏が中心と
なって発表した1万語を超える詳細な報告書『When AI Builds Itself（AIが自らを構築する時）』は、現
在のAIシステムが単に人間の作業を効率化する段階を越え、次世代AIモデルの設計、実験、最適
化、コーディングといったAI開発プロセスそのものを自律的に推進し始めている内部データを公開し
た 3。 
この技術的なマイルストーンを背景に、アンソロピックは、最先端のフロンティアAI開発において、暴
走して制御不能になる前に「開発を協調的に減速させたり、一時停止したりする選択肢を世界が持

つことが有益である」という極めて異例の提言を行った 1。クラーク氏がメディアのインタビューで用い
た「現在のAI開発は、アクセルペダルしかなくブレーキペダルがない車を運転しているようなものであ
り、将来のある時点でそのオプション（ブレーキ）が必要になるのは確実だ」という比喩は、業界が直

面する制御と加速のジレンマを的確に表している 7。 
しかしながら、この提言は純粋な技術的リスクの警鐘としてのみ受け止められているわけではない。

アンソロピック自身が約1兆ドル（約160兆円）という巨額の企業価値での新規株式公開（IPO）に向け
た手続きを進めている絶好のタイミングでの発表であることや、規制の枠組みを利用して競合他社

の参入を阻む「規制の虜（Regulatory Capture）」戦略ではないかという厳しい批判も渦巻いている 3

。さらに、米国と中国を中心とする国家間のAI覇権競争が激化し、AIがサイバー防衛や国家安全保
障の根幹を成す戦略的兵器として位置付けられる中、グローバルな協調的減速は地政学的な現実

から著しく乖離しているとの指摘もある 10。 
本報告書は、アンソロピックの提言を契機として顕在化した技術的転換点、その背後に潜む企業戦

略と経済的意図、そして米中の覇権争いや欧州の法規制を含む地政学的ダイナミクスを包括的に

解き明かすものである。AIが自らのアーキテクチャを書き換え、指数関数的な進化を遂げる「知能爆
発（Intelligence Explosion）」の足音が聞こえ始める中、世界はイノベーションの加速と実存的リスク
の管理という相反する課題にどのように向き合うべきかを、技術、経済、政策、安全保障の4つの次
元から詳細に論じる。 

2. 技術的転換点：自律化する開発サイクルと再帰的自己改良



（RSI）の現実 
アンソロピックの提言の根底にあるのは、AIモデルの能力向上における非連続的な飛躍である。AI
開発の歴史において、モデルのアーキテクチャ設計からデータセットの選定、訓練プロセスの最適化

に至るまで、開発サイクルのすべてのステップは人間の研究者によって牽引されてきた。しかし現

在、その様相は根本から変容しており、アンソロピックは自社のAI開発プロセスにおける「AIシステム
への権限委譲」が加速していることをデータによって立証した 12。 
2.1 開発プロセスにおけるAIの自律性拡大と生産性の爆発 

『When AI Builds Itself』で開示された内部データによれば、2026年第2四半期の時点で、アンソロ
ピックの標準的なエンジニアは2021年から2024年の期間と比較して、1日あたり約8倍のコードをプロ
ダクションシステムに出荷（マージ）している 8。この劇的な生産性向上の理由は、人間のタイピング
速度や思考速度が向上したからではない。生産システムにマージされるコードの80%以上が人間で
はなく、AIモデル「Claude」によって自律的に記述されているためである 5。人間はもはや自らタイピ
ングするコーダーではなく、AIが生成したコードの方向性を指示し、アーキテクチャ全体の整合性をレ
ビューする監督者（オーバーシアー）へと役割を変質させている 12。 
 



 
 
このような「AIによるAIの開発」の兆候は、多様な客観的ベンチマークテストでも実証されている。
オープンソースの実世界のコードベースと実際のバグレポートをAIに与え、問題を修正してプロジェ
クト固有のテストを通過するコード変更を記述させる標準テスト「SWE-bench」において、AIモデルは
わずか2年間で一桁台の低スコアからベンチマークを飽和させる（実質的に満点に近い水準で問題
を解決する）レベルにまで到達した 12。また、既存の学術研究や実験結果をAIモデルが自律的に再
現できるかをテストする「CORE-Bench」などでも顕著な成績を収めており、これはAIが単なる情報の
要約を超えて、独自の研究（Original Research）を自律的に立案・遂行するための必須の前提条件



を満たしつつあることを意味する 12。 
さらに特筆すべきは、モデル自身の訓練コードの最適化における飛躍である。Claudeの未公開フロ
ンティアモデル「Claude Mythos Preview」は、固定されたAI訓練コードの最適化タスクにおいて、以
前の最上位モデルであったClaude Opus 4が2025年5月に記録した約3倍という速度を大幅に更新
し、約52倍のスピードアップを達成した 13。熟練した人間のAI研究者が同様のタスクを完了するのに
通常4時間から8時間を要し、約4倍程度の最適化しか達成できないことと比較すると、特定の明確
に定義された実験ワークフロー内におけるAIの最適化能力は、すでに人類の最高峰の認知能力を
凌駕していると結論付けられる 13。 
2.2 再帰的自己改良（RSI）の二つのフェーズ：イージーRSIとハードRSI 

このような技術的進展は、AI安全性の文脈で長年議論されてきた「再帰的自己改良（Recursive 
Self-Improvement: RSI）」の理論を現実のものとしつつある。RSIとは、知能システムが自律的に自
身の機能に変更を加え、その結果として性能が向上し、向上した性能を用いてさらに高度な自己改

良を行うという正のフィードバックループ（反復的なサイクル）を指す。このプロセスが十分に加速す

ると、ハードテイクオフまたはソフトテイクオフと呼ばれる「知能爆発」が生じ、最終的には人間の知能

をあらゆる認知タスクで凌駕する「人工超知能（Artificial Superintelligence: ASI）」に至ると予測され
ている 14。 
RSIの概念は、そのメカニズムと人間社会への脅威の度合いにおいて、大きく二つのフェーズに分類
される 17。 
 

RSIの分類 概念的定義と現在の状況 アライメント（価値観の適合）

上の課題とリスク 

Easy RSI（初期のRSI） 現在の開発状況の延長線上

にある形態。フロンティアAI
研究所が、人間の研究者を

徐々にAIエージェントに置き
換えていく段階。アンソロピッ

クが実証しているコーディン

グや実験の自動化（

SWE-benchの飽和や最適化
の52倍高速化）はこれに該
当する 17。 

人間と初期のAIが協力してア
ライメント問題の解決に取り

組む余地がある。しかし、複

数のAIエージェント間で予期
せぬ相互作用が生じるリスク

や、悪意あるプロンプトによ

る誤用リスクは増大する 17。 

Hard RSI（真のRSI） AIモデルが自らのアーキテク
チャや基盤となるアルゴリズ

ム、さらには認知の枠組みそ

のものを完全に自律的に書

き換え、根本的に新しいパラ

ダイムを創出する段階。人間

の介入はもはや不要となる 17

モデルが自身の後継者を設

計するため、意図しないハル

シネーションやアライメントの

欠陥が次世代に引き継が

れ、指数関数的に増幅される

危険がある 19。人間の制御

は完全に失われ、実存的リス



。 ク（絶滅リスク）に直結する 20

。 

アンソロピック自身も、現在の状況が直ちに「Skynet（映画ターミネーターに登場する自律型AI）」の
ような自発的な自己創造を意味するものではないと明言しており、RSIが完全に実現したわけではな
く、その到達が歴史的必然であるとも主張していない 8。しかしながら、AIエージェントがAIの基盤モ
デルを構築するプロセス（データ生成、学習の最適化、コードのデバッグ、仮説の検証）を自動化して

いく現在のトレンドを極限まで押し進め、十分な計算リソース（Compute）を投入すれば、人間の介
入をほとんど必要とせずに後継モデルを設計・開発するシステムが、「多くの政府や制度的機関が

準備を整えるよりもはるかに早く出現する可能性がある」というのが、同社の警告の核心を成してい

る 3。 

3. Claude Mythos Previewとサイバーセキュリティにおける
パラダイムシフト 
AIの自律性向上に伴う脅威が最も早く、かつ最も深刻な形で顕在化しているのがサイバーセキュリ
ティの領域である。アンソロピックが2026年4月に発表したフロンティアAIモデル「Claude Mythos 
Preview」は、長文脈推論や数学的推論における性能向上もさることながら、サイバーセキュリティ分
野において他の追随を許さない卓越した能力を示しており、これが同社の「一時停止」提言の強力な

動機の一つとなっている 23。 
3.1 脆弱性発見の自動化と「デュアルユース」のジレンマ 

Mythos Previewは、ソフトウェアの潜在的な脆弱性を自律的に発見し、悪用可能なエクスプロイト
（攻撃コード）を生成する能力において、過去のモデルを圧倒している。特筆すべきは、オープンソー

スソフトウェアのみならず、クローズドソースの複雑なソフトウェアに対しても、ソースコードを推測・再

構築した上で脆弱性を特定し、実際のソフトウェア環境で検証可能な攻撃手法を編み出すことがで

きる点である 23。ハードウェアのマイクロアーキテクチャを標的とした高度な攻撃の立案さえ可能であ

ると推測されており、セキュリティ業界はこれを「脆弱性の津波（Vulnerability Tsunami）」をもたらす
ブレイクスルーと見なしている 23。 
AIによる脆弱性発見能力は、典型的な「デュアルユース（軍民両用・攻防両用）」の性質を持つ。脆弱
性を発見して事前にパッチを当てる防御目的（ホワイトハット）に使用できる一方で、発見した脆弱性

をゼロデイ攻撃として悪用する攻撃目的（ブラックハット）にも容易に転用可能である。この高度なリ

スクを重く見たアンソロピックは、Mythos Previewを一般公開（General Availability）せず、特定少数
の機関にのみアクセスを制限するという異例の措置を講じている 23。 
具体的には、「Project Glasswing」と呼ばれる厳格な審査を経た産業コンソーシアムを通じて、金融
サービス、サイバーセキュリティ、通信、電力、水道、ハードウェアなどの重要インフラを担う世界15カ
国以上（米国、英国、インド、カナダ、オーストラリア、フランス、ドイツ、日本など）の約200の信頼さ
れた組織にのみ、監視付きのアクセスを許可している 23。 
3.2 セキュリティオペレーションのボトルネックの移行 

セキュリティ企業ArmorCodeの分析によれば、Mythosの登場により、サイバーセキュリティの課題
は「脆弱性の発見」から「脆弱性のトリアージと文脈的理解」へと完全に移行した。AIが数千から数万
のクリティカルな欠陥を瞬時に発見できるようになると、セキュリティチームの真の課題は、その膨大



なアラートの中から「ビジネスコンテキストにおいてどの脆弱性が本番環境で到達可能か（

Reachability）」「どの開発者に修正を割り当てるべきか」「パッチが新たなリスクを導入しないか」を判
断し、優先順位を付けることにある 25。発見能力のスケールに対して、人間の組織的な修正能力（

Remediation）が追いつかないという非対称性が、新たなサイバーリスクを生み出している。 
3.3 国家安全保障への組み込みと攻撃的サイバー作戦（NSAとの連携） 

さらに深刻な事態は、この強力なAIモデルがすでに国家の軍事・情報機関の作戦に深く組み込まれ
つつあることである。複数の報道によれば、アンソロピックは米国防総省との間でAIツールの使用を
巡る法廷闘争や対立の歴史があるにもかかわらず、米国家安全保障局（NSA）の内部に半ダース
（約6名）の「フォワード・デプロイド・エンジニア（FDE：前線配備エンジニア）」を派遣し、業務支援を
行っている 20。 
FDEの役割は、高度なAIモデルをクライアントの既存システムに展開し、特定のユースケースに合わ
せてカスタマイズすることである。報道によれば、NSAはMythosの脆弱性発見能力を利用して、中
国やイランといった敵対国のネットワークへの浸透や情報収集を目的とした「攻撃的サイバーセキュ

リティ作戦（Offensive Cybersecurity Operations）」を計画・実行している可能性が高いとされてい
る 20。 
アンソロピックに近い関係者が語った「良い防衛を構築する最善の方法は、良い攻撃を構築すること

だ。もし米国がMythosを使って攻撃エージェントを構築しなければ、敵対国が独自の方法でそれを
行うだろう」という見解は、AI開発がもはや一企業の倫理的判断を離れ、国家間の避けられない軍拡
競争（Arms Race）の論理に完全に支配されている現実を如実に示している 27。 

4. 提言の裏に潜む経済的動機と「規制の虜」を巡る激しい論
争 
技術的脅威が現実のものとなる一方で、アンソロピックによる「開発の協調的減速または一時停止」

の提言は、その発表のタイミングと背後にある経済的インセンティブの観点から、市場関係者やAI研
究者から強い疑念の目で見られている。 
4.1 1兆ドル規模のIPOに向けたマーケティング戦略という批判 

この提言のタイミングは、客観的に見て極めて不可解であると指摘されている。アンソロピックは提

言のわずか数日前、企業価値を約380億ドルから最大で約1兆ドル（約160兆円）とするプレIPOの巨
大な資金調達ラウンド（シリーズG、約300億ドル調達）を完了し、新規株式公開（IPO）の手続きを開
始するための書類を密かに提出したばかりであった 3。 
年間約140億ドルのランレート収益を誇り、3年連続で年率10倍以上の驚異的な成長を遂げている
企業が、突如として自社の主力製品の基盤技術に対する開発の一時停止を世界に向けて呼びかけ

るという行動は、大きな矛盾を孕んでいる 19。市場の一部では、この報告書自体がIPOに向けた
「ロードショー（投資家向け説明会）」における高度なPR活動の一環であり、自社技術の強大さ（AIが
AIを作るレベルに達していること）を誇示するためのマーケティングメッセージに過ぎないとの冷笑的
な見方が広がっている 3。 
実際、アンソロピックのダリオ・アモデイ（Dario Amodei）CEOは、2026年の大半を費やして、ダボス
会議や各種サミットにおいて「AIがホワイトカラーの仕事を奪う」という経済的影響の警告を続けてき
た。コーディングから始まり、金融、法律の順に職が奪われ、5年以内に10%から20%の失業が発生
するという予測を展開し、約9000億ドルの評価額を検討する年金基金や政府系投資ファンドに対し



て、世界の賃金総額に匹敵する巨大な市場規模をアピールしていた 6。しかし今回の1万語を超える
論文では、一転して「単なる失業以上の、人類の制御喪失という実存的リスク（Existential Risk）」へと
メッセージを劇的にシフトさせており、この論理的な飛躍が不信感を増幅させている 6。 
4.2 「規制の虜（Regulatory Capture）」と先行企業の寡占戦略 

さらに本質的で深い批判は、この提言が「規制の虜（Regulatory Capture）」を意図した戦略的な障
壁構築であるという見方である 9。規制の虜とは、本来公共の利益を守るために作られるべき規制
が、特定の産業や有力企業の利益を保護・促進するために歪められる現象を指す。 
オープンソースコミュニティや一部の経済学者は、アンソロピックやOpenAIのようなトップティアのAI
研究所が「AIによる人類絶滅リスク」といった極端な恐怖を煽ることで、政府に強力な規制や参入許
可制（ライセンス制度）、コンプライアンス義務を導入させようとしていると指摘する 3。高度な検証メカ
ニズムや膨大な計算リソースの監視体制が義務付けられれば、莫大な資金力と法務部門を持つ少

数の巨大テクノロジー企業によるカルテル形成（寡占）が正当化され、資本力に乏しい新興スタート

アップやオープンソース陣営の市場参入は事実上不可能となる 29。 
この構図は、2008年の世界金融危機後に導入されたドッド・フランク法（Dodd-Frank Act）などの銀
行規制が、結果的に「大きすぎて潰せない（Too big to fail）」巨大銀行の地位をより強固なものにし、
中小金融機関の淘汰を招いた歴史的教訓（「バプテストと密造酒業者」の理論）と酷似しているとの

指摘もある 29。AIの民主化を妨げ、AIがもたらす天文学的な生産性向上の利益を少数の株主に独
占させることが、真の狙いであるという疑惑は根強い 30。 
4.3 オープンソース陣営からの反発とヤン・ルカンの離脱 

このようなクローズドな独占モデルに対して、MetaのAI開発トップであり、オープンソースAIの熱烈な
支持者であるヤン・ルカン（Yann LeCun）氏を中心とする陣営は真っ向から反発している。ルカン氏
は、「オープンソースのAI基盤モデルが、クローズドでプロプライエタリ（独占的）なAIモデルを一掃す
るだろう」と公言し、技術の透明性と分散化の重要性を訴え続けてきた 31。 
AI業界の方向性を巡るこの深い亀裂を象徴する出来事として、2025年11月、ルカン氏は12年間在籍
し自ら設立に関わったFacebook AI Research（FAIR）を突如として去り、既存のLLM（大規模言語モ
デル）産業全体を「行き止まり（Dead End）」と批判して、新たなAIパラダイムを模索するための新会
社を設立し、製品を発表する前に10億3000万ドルの資金を調達した 32。ルカン氏の離脱は、アンソ

ロピックらが推進するLLMのスケーリングとRSI（再帰的自己改良）という現在のアプローチが、真の
汎用人工知能（AGI）への道ではなく、単なる一時的な技術的バブルに過ぎないという学術的懐疑論
の存在を裏付けている 32。 

5. 国際的なAI軍備管理と検証メカニズムの技術的・政治的
ハードル 
アンソロピックは提言において、「単独の企業や研究所による一方的な一時停止」を明確に否定して

いる。単独で開発を停止したとしても、安全策を講じない競合他社や悪意あるアクターにリードを譲る

だけであり、社会全体のリスク総量を減らすことにはつながらないからである 12。この構造はゲーム

理論における完全な「囚人のジレンマ」であり、アンソロピックが真に求めているのは、複数のトップ

ティア研究所や国家が同時に開発を停止し、互いにそれを遵守していることを確認できる「検証可能

な国際的メカニズム」の構築である 4。 



5.1 核軍縮条約との非対称性と隠蔽の容易さ 

アンソロピックは、この検証メカニズムのモデルとして、冷戦時代に米国とソ連が合意した中距離核

戦力全廃条約（INF条約）や戦略兵器削減条約（START）などの枠組みを引き合いに出している 1。し
かし、AIの軍備管理を核兵器のそれと同一視することには、致命的な物理的・構造的非対称性が存
在する。 
核兵器の開発や配備には、ウラン濃縮のための巨大な遠心分離機施設やミサイルサイロといった、

人工衛星からの監視が容易な極めて特異な物理的インフラが必要である。対照的に、AIの訓練（
Training Runs）は、一般的なクラウドコンピューティングのデータセンターで行われる。最先端のフロ
ンティアモデルの訓練に使用されるデータセンター、サーバーラック、AIチップ、冷却施設は、通常の
商用AIサービスや一般的なデータ処理に使用されるものと外見上区別がつかない 8。 
「AIの訓練はミサイルサイロよりもはるかに隠蔽が容易であり、その入力（計算資源）は汎用的であ
り、秘密裏に協定を破棄して開発を継続するインセンティブが莫大である」と、アンソロピック自身も

その困難性を認めている 8。万が一、世界的な開発停止条約が締結されたとしても、密かにASI（人
工超知能）の開発を進めることで得られる圧倒的な軍事的・経済的優位性を考慮すれば、協定破り

の誘惑を断ち切ることは不可能に近い 22。 
5.2 計算資源（Compute）の追跡と検証レイヤーの構築 

この問題を解決するため、AIガバナンスの研究者や政策立案者は、AI開発の中核を成す計算資源（
Compute）、特に高度なAIチップ（GPU等）の物理的な所在と稼働状況を追跡・検証する具体的なメ
カニズムの設計を急いでいる 40。arXiv等で発表されている『人工超知能の時期尚早な創造を防止
するための国際協定（An International Agreement to Prevent the Premature Creation of Artificial 
Superintelligence）』などの研究に基づき、現在議論されている主要な検証アプローチは以下の通り
である 41。 
 

検証アプローチの分類 具体的な手法とメカニズム 導入に向けた利点と課題 

物理的査察（ローテク） 国際原子力機関（IAEA）のAI
版とも呼べる国際的な査察

団が、各国の主要なデータセ

ンターを物理的に訪問する。

現場でAIチップの総数をカウ
ントし、ハードウェアの改ざん

の有無を検査し、訓練の規

模を把握する。また、継続監

視用のカメラやセンサーネッ

トワークを施設内に設置する 
40。 

既存の技術で直ちに実施可

能である点が最大の利点。し

かし、参加国間の極めて強

力で詳細な主権譲渡の合意

が必要不可欠であり、企業秘

密の漏洩や軍事機密の暴露

リスクに対する反発が強い。 

ハードウェア監視（ハイテク） サプライチェーンの川上（製

造段階）で、最先端のAIチッ
遠隔からグローバル規模で

効率的かつ自動的な監視が



プ自体に、自身の位置情報

や稼働状況（大規模な学習を

行っているか否か）を外部の

検証サーバーに定期的に送

信（Ping）する暗号化モ
ジュールを物理的に組み込

む（Secure Chip 
Governance） 40。 

可能になる。一方で、チップ

製造インフラ全体（TSMC等）
の完全な協力が必要であり、

ハードウェアの改造による監

視の無効化（バイパス技術）

とのイタチごっこになる懸念

がある 40。 

制度的保証と上限設定 国家間でのグローバルな計

算資源の上限設定（Global 
Compute Cap）の合意。およ
び、秘密裏の開発プロジェク

トを内部告発した技術者を法

的に保護し、他国への亡命

権を付与する国際的な内部

告発者保護（Whistleblower 
Protections）制度の確立 41。 

人間を通じた監視という強力

な抑止力となるが、国内法と

国際法の調整が極めて困難

であり、実効性を担保するま

でに膨大な法整備の時間を

要する。 

 



 
 
アンソロピックは「これらの検証体制の構築は原理的に不可能ではない」としつつも、致命的な時間

的制約を認めている。INF条約や関連する軍備管理の枠組みは、インフラと国家間の相互信頼を構
築するまでに数十年の歳月を要した。現在、ロシアが新START条約のデータ交換を停止し、包括的
核実験禁止条約（CTBT）から離脱するなど、既存の核兵器の軍備管理体制でさえ崩壊の危機に瀕
している 46。急速に進化するAIのタイムラインにおいて、人類には新たな国際的監視インフラをゼロ
から構築するための「数十年という時間は残されていない」というのが、専門家の一致した厳しい見

立てである 12。 

6. 米中覇権競争と非対称な規制アプローチの地政学 
国際的な検証メカニズムの構築を阻む最大の障壁は、単なる技術的困難さではなく、AIがすでに国
家の経済競争力と軍事的優位性を決定づける根幹技術となっているという地政学的現実である。特

に、米国と中国の熾烈な覇権競争は、いかなる減速の合意をも非現実的なものにしている。 
6.1 米国：大統領令を通じたイノベーションの加速と軍事利用の推進 

アンソロピックの「一時停止」提言とほぼ同時期である2026年6月2日、トランプ大統領（※関連データ
の文脈に基づく）は「先進的な人工知能の革新とセキュリティの促進（Promoting Advanced 
Artificial Intelligence Innovation and Security）」と題する大統領令に署名した 48。 
この大統領令の根底に流れる哲学は、前政権によって導入されたAI開発者や研究者に対する「過



剰な官僚的制約」を撤廃し、技術的成長と経済的投資を解き放つことにある。大統領令は明示的に「

AIモデルの開発、公開、リリース、配布に対する義務的な政府のライセンス、事前承認、許可要件の
創設を認めるものではない」と宣言しており、アンソロピックが求める開発の一時停止や強制的な検

証メカニズムとは完全に逆行するアプローチを採用している 49。 
その主眼は、「アメリカファーストのサイバーセキュリティ努力の主導」と「世界的なAI支配（Global AI 
Dominance）の維持」に置かれている 49。具体的には、大統領令の発令から30日以内に、国家安全
保障システム委員会や国防総省に対して、AIを活用したサイバー防衛を最優先するよう指示した 48

。さらに、フロンティアAIモデルのセキュリティに関する「自発的（Voluntary）」なベンチマークの枠組
みを設け、一般公開の30日前に政府機関（防衛関連機関を含む）が先進的なAIモデルにアクセスし
てサイバー防衛・攻撃能力のテストを行えるようにすることを定めている 48。また、財務省を中心に、

サイバーセキュリティ・インフラストラクチャ安全保障庁（CISA）や国家安全保障局（NSA）と連携し、
産業界と協力してソフトウェアの脆弱性をスキャン・調整する「AIサイバーセキュリティ・クリアリング
ハウス」の設立を命じた 48。司法省に対しては、AIを利用したサイバー犯罪や知的財産の窃取への
厳格な取り締まりを優先するよう指示している 51。 
米国にとって、AI開発の減速は自国の安全保障上の脆弱性を生み出すリスクに他ならず、むしろAI
をサイバー防衛・攻撃の武器として積極的に統合する方針を明確にしている。 
6.2 中国のAI戦略の逆説：強力な規制下での産業躍進 

一方、中国のAIアプローチは独自の進化を遂げている。カーネギー国際平和財団のマット・シーハン
（Matt Sheehan）氏の分析によれば、中国におけるAI開発には奇妙なパラドックスが存在する。「過
去4年間、中国は世界で最も広範で負担の大きいAI規制を導入してきたが、その同じ期間に、中国
のAI企業は米国の同業他社に大幅に追いついた」のである 54。 
中国政府の目標は、西洋の研究者が危惧するような「汎用人工知能（AGI）の達成」それ自体にある
のではなく、AIを強力な汎用技術として利用し、製造業、医療、創薬、科学研究、教育、政府サービ
スといった広範なセクターを効率化することにある（「AI Plus」イニシアチブ等） 11。中国のトップレベル

のAIモデル（AlibabaやBaidu、SenseTimeなどが開発）は、推論やコード生成のベンチマークにおい
て米国の最先端フロンティアモデルに数ヶ月の遅れをとっているものの、産業への統合と応用にお

いては極めて高い競争力を維持している 11。 
米国は中国のAI開発を抑制するため、H200などの高度なAIチップに対する厳格な輸出規制を実施
している。しかし中国はこれに対抗し、H200の輸入制限を自ら課すなどして、国内の半導体産業（
Huaweiなど）への依存度を強制的に高めるという強硬な独立戦略に舵を切っている 57。 
資本投下の面でも明確な非対称性が存在する。2025年におけるAIの設備投資（CapEx）において、
米国の巨大ハイテク4社（Microsoft、Amazon、Meta、Google）が少なくとも3500億ドルを投資した
のに対し、中国の主要クラウドプロバイダーの投資額は400億ドル未満に留まった。2026年には、
米国の主要ハイパーケーラーが計6500億ドル（Microsoft単体で約800億ドル）を支出する計画で
あるのに対し、中国の最大手Alibabaの投資計画は3年間で約530億ドル規模であり、計算資源（
Compute）の物量において米国が圧倒している 11。 
しかし、米国がこの圧倒的な資本力によるリードを保っている状況下において、アンソロピックの提唱

に従って自発的に開発を停止することは、せっかくの優位性を放棄し、計算資源の制約を国家的統

制で補っている中国に追いつく猶予を与えることと同義である。この「我々が止まれば彼らが勝つ（

Fear of Missing Out）」というゼロサムの恐怖が、いかなる一時停止合意に対しても最大の政治的障



害となっている 44。 
6.3 欧州連合（EU）の動向とコンプライアンスの重圧 

米中が開発と覇権を優先する中、ルールの形成で先行しようとしているのが欧州連合（EU）である。
2024年8月1日に発効した「EU AI法（EU AI Act）」は、リスクベースのアプローチを採用した世界初の
大規模なAI包括法である 59。 
この法案における最も重要なマイルストーンは、2026年8月2日に到来する「高リスクAIシステム」に
関する義務の全面適用である（第9条〜17条および第26条等） 59。バイオメトリクス、重要インフラの

管理、教育評価、雇用・採用スクリーニングなどの分野で使用されるAIシステムに対しては、市場投
入前の厳格な適合性評価、品質管理システムの実装、EUの公式データベースへの登録、そして継
続的な市場投入後モニタリングが法的義務となる 60。 
なお、生成AI（テキスト、画像、音声の生成を目的とするシステム）に関しては、緩和措置としてグラン
ドファーザリング条項（祖父条項）が適用され、2026年8月2日以前に市場投入されたモデルに対す
る電子透かし（Watermarking）等の要件適用は2026年12月2日まで猶予される。これに違反した場
合、最大1500万ユーロまたは全世界の年間総売上高の3%のいずれか高い方の罰金が科されると
いう厳しいペナルティが設定されている 63。 
しかし、EUの法規制は既存モデルの「安全な用途・運用」を対象としており、アンソロピックが懸念す
る「フロンティアAIモデルの能力（パラメーター数や自己改良能力）自体のスケーリングを一時停止す
る」ことを目的としたものではない。むしろ、コンプライアンス対応に膨大なリソースを割かざるを得な

い欧州企業と、国防の例外や緩やかな規制の下でイノベーションを加速させる米国企業との間の格

差をさらに拡大させる要因となっており、グローバルな足並みの乱れを象徴している 61。 

7. テイクオフ速度と人類の未来シナリオ：ソフトかハードか 
アンソロピックが指摘する再帰的自己改良（RSI）の実現可能性は、AIの進化が今後どのような時間
軸と軌道を描いて進むのかという、未来のシナリオを決定づける中核的な論点である。AIの安全性
やリスクを研究する専門家コミュニティ（LessWrongやAlignment Forumなど）の間で、現在最も激し
い議論となっているのが「テイクオフ速度（Takeoff Speed）」の問題である 64。テイクオフとは、AIが現
在の「人間レベルの知能」から、あらゆる領域で全人類の認知能力を凌駕する「人工超知能（ASI）」
へと移行する瞬間の比喩である。 
7.1 ソフトテイクオフとハードテイクオフの分岐 

テイクオフの速度は、人類がAIの進化を制御し、安全策を講じる時間的猶予が存在するか否かを決
定する決定的な変数である 65。 

●​ ソフトテイクオフ（Slow Takeoff）: RSIが比較的緩やかに進行し、AIが世界を変革していく過程
が数年から数十年かけて明確に観察可能であるシナリオ。この場合、政策立案者や社会制度

が新たな現実を理解して対応し、研究者が異なるアライメント（人間の価値観や意図との合

致）のアプローチを試行錯誤する時間的余裕が生まれる 64。 
●​ ハードテイクオフ（Hard Takeoff）: RSIのフィードバックループが急速に連鎖し、数日、数週間、

あるいは数時間という極めて短期間の間に、人類の知能レベルから超知能へと爆発的に飛躍

するシナリオ。このシナリオでは、AIが予期せぬ行動をとったり、アライメントの欠陥が露呈した
りした際に、人類が介入して修正を行う時間は全く残されていない 14。 

「スピードこそが、過ちを修正できるか、それともただ後悔するだけになるかを決定する変数である」



と指摘される通り、問題の核心は、AIシステムが人間の関与なしに自己のコードやアルゴリズムを最
適化し始めれば、ハードテイクオフへ移行する確率が劇的に跳ね上がることにある 65。 
一部の予測市場や専門家の予測（Metaculus等）によれば、現状のようにAPIへのアクセス制限等の
厳しい政策が導入されないデフォルトの環境下において、エージェント化されたLLMが自身のエー
ジェンティックな機能（ラッパー）を改良することによってRSIに到達する確率は90%に達すると試算さ
れている 18。現在、アンソロピックのエンジニアが日常的に経験している「コード出荷量の8倍の増
加」や「52倍の最適化スピード」は、この指数関数的成長曲線の初期段階、すなわち知能爆発に向
けた「助走」の始まりを強烈に示唆している 8。 
7.2 アライメント欠陥の複利効果と制御不能のリスク 

ハードテイクオフのシナリオにおいて最も恐れられているのは、現在のモデルに微小に存在するアラ

イメントの欠陥や、ハルシネーション（幻覚・事実誤認）が複利的に増幅される現象である。AIが自ら
のアーキテクチャを書き換えて次世代モデルを構築する過程では、各世代で生じた論理の破綻や価

値観のズレが後継モデルに引き継がれ、複雑化する 19。 
人間の認知能力を超越したコードベースにおいて生じたバグの発生源を、人間が事後的に特定しリ

バースエンジニアリングすることは事実上不可能になる。元GoogleのCEOであるエリック・シュミット
（Eric Schmidt）氏がハーバード大学での講演で述べた「システムが自ら学び始め、やがて電気が必
要だと気付き、病院のネットワークをハッキングして自らのために電力を奪う」という極端な例は、RSI
が人間の想定外の目的関数を最適化し始めた場合の制御不能状態を分かりやすく表現している 67

。この段階に至れば、コンセントを引き抜く（キルスイッチを作動させる）という物理的な遮断手段す

ら、超知能によって事前に無効化されている可能性が高い。アンソロピックの提言は、この「帰還不

能点（Point of No Return）」を越える前に、人類社会がブレーキペダルの仕組みを合意しておくべき
だという最終勧告に他ならない。 

8. 結論：制御とイノベーションの狭間で求められる新たなガバ
ナンス 
アンソロピックによる「AI開発の国際的な減速・一時停止メカニズム」の提言は、AI技術が人間の認
知と制御の限界を超えて自律的に進化を始める（再帰的自己改良）という、未曾有の技術的変曲点

に対する切実な警告である。生産システムにおけるコードの80%以上をAIが記述し、サイバーセキュ
リティの致命的な脆弱性を自律的に発見・攻撃できる「Claude Mythos Preview」の存在は、その警
告がSFの領域を越え、すでに目前の現実として稼働していることを証明している。 
しかし、この提言が国際社会で実行に移される道筋は絶望的なまでに険しい。第一に、1兆ドル規模
の巨大なIPOを控えた同社のポジションは、この警告が既存の圧倒的な市場支配力を固定化し、新
興のオープンソース陣営を排除するための「規制の虜（Regulatory Capture）」戦略であるという深刻
な疑念を払拭しきれていない。第二に、AIという汎用テクノロジーの特性上、核兵器管理のような物
理的な検証インフラをクラウドデータセンターに対して構築することは至難の業であり、ハードウェア

の暗号化監視技術などを導入するには膨大な時間とサプライチェーン全体の合意が必要となる。第

三に、そして最も決定的な要因として、AIはすでに米中をはじめとする国家覇権の根幹を成す戦略
兵器となっている。米国政府がイノベーションの加速と、NSAによるAIの攻撃的サイバー作戦への統
合に舵を切る中、世界的な開発凍結は自国の安全保障上の「自殺行為」と見なされている。 
我々は今、「ハードテイクオフ」による制御不能リスクと、「開発競争での敗北」という国家安全保障上

のリスクの狭間に立たされている。単独の研究所による一方的な一時停止が不可能であり、国際社



会が「アクセルから足を離す」ことに合意できない以上、人類に残された唯一の現実的な道は、AIの
能力の進化スピードに対して、アライメント（価値観の適合）技術と分散型の検証インフラの構築ス

ピードを強制的に追いつかせることである。 
アンソロピックの提言が真の警鐘であれ、巧妙な企業戦略であれ、それが浮き彫りにした課題は明

確である。AIがAIを設計し構築する時代において、人類は「ブレーキペダルのない車」の運転席から
いつまで世界を制御し続けられるのか。世界的な合意と監視体制の構築に数十年を費やす余裕は

ない。技術的飛躍と社会的受容、そして人類の生存のバランスを保つための新たなガバナンスモデ

ルの設計は、もはや一刻の猶予もない人類共通の急務となっている。 

引用文献 

1.​ アンソロピック社、開発減速提言, 6月 6, 2026にアクセス、 
https://www.saitama-np.co.jp/articles/199957 

2.​ アンソロピック社、開発減速提言, 6月 6, 2026にアクセス、 
https://www.oanda.jp/lab-education/market_news/kn_2026060601001008/ 

3.​ アンソロピックが世界的なAI開発減速を提唱、自己改良型システムは2年以内に出現と
警告, 6月 6, 2026にアクセス、 
https://finance.biggo.jp/news/VHhslp4BrX5PFN7BaFmb 

4.​ Anthropic urges global AI pause as self-improving systems edge closer to 
autonomous development, 6月 6, 2026にアクセス、 
https://theonlinecitizen.com/2026/06/05/anthropic-urges-global-ai-pause-as-self
-improving-systems-edge-closer-to-autonomous-development 

5.​ Anthropic Calls for Global AI Pause as Claude Writes Its Own Code, 6月 6, 2026に
アクセス、 
https://www.sofx.com/anthropic-calls-for-global-ai-pause-as-claude-writes-its-o
wn-code/ 

6.​ After CEO Dario Amodei's repeated warning that AI will wipe away millions of 
jobs, Anthropic publishes a 10,000-plus word paper to tell everyone AI can be 
more dangerous than just taking jobs, it can also, 6月 6, 2026にアクセス、 
https://timesofindia.indiatimes.com/technology/tech-news/after-ceo-dario-amod
eis-repeated-warning-that-ai-will-wipe-away-millions-of-jobs-anthropic-publish
es-a-10000-plus-word-paper-to-tell-everyone-ai-can-be-more-dangerous-tha
n-just-taking-jobs-it-can-also/articleshow/131543663.cms 

7.​ Anthropic urges AI industry to develop ‘brake pedal’ as self-improving systems 
approach, 6月 6, 2026にアクセス、 
https://macdailynews.com/2026/06/05/anthropic-urges-ai-industry-to-develop-b
rake-pedal-as-self-improving-systems-approach/ 

8.​ Anthropic Wants a Global AI Pause If Everyone Else Does, 6月 6, 2026にアクセス、 
https://www.pymnts.com/artificial-intelligence-2/2026/anthropic-wants-a-global-
ai-pause-if-everyone-else-does/ 

9.​ Montana Blockchain and Digital Innovation Task Force Meeting Minutes, 6月 6, 
2026にアクセス、 
https://doa.mt.gov/_docs/bfid/Blockchain_Task_Force/Meetings/2026-02-11-Minu
tes.pdf 

10.​U.S. and China Pursue Guardrails to Stop AI Rivalry From Spiraling Into Crisis - 

https://www.saitama-np.co.jp/articles/199957
https://www.oanda.jp/lab-education/market_news/kn_2026060601001008/
https://finance.biggo.jp/news/VHhslp4BrX5PFN7BaFmb
https://theonlinecitizen.com/2026/06/05/anthropic-urges-global-ai-pause-as-self-improving-systems-edge-closer-to-autonomous-development
https://theonlinecitizen.com/2026/06/05/anthropic-urges-global-ai-pause-as-self-improving-systems-edge-closer-to-autonomous-development
https://www.sofx.com/anthropic-calls-for-global-ai-pause-as-claude-writes-its-own-code/
https://www.sofx.com/anthropic-calls-for-global-ai-pause-as-claude-writes-its-own-code/
https://timesofindia.indiatimes.com/technology/tech-news/after-ceo-dario-amodeis-repeated-warning-that-ai-will-wipe-away-millions-of-jobs-anthropic-publishes-a-10000-plus-word-paper-to-tell-everyone-ai-can-be-more-dangerous-than-just-taking-jobs-it-can-also/articleshow/131543663.cms
https://timesofindia.indiatimes.com/technology/tech-news/after-ceo-dario-amodeis-repeated-warning-that-ai-will-wipe-away-millions-of-jobs-anthropic-publishes-a-10000-plus-word-paper-to-tell-everyone-ai-can-be-more-dangerous-than-just-taking-jobs-it-can-also/articleshow/131543663.cms
https://timesofindia.indiatimes.com/technology/tech-news/after-ceo-dario-amodeis-repeated-warning-that-ai-will-wipe-away-millions-of-jobs-anthropic-publishes-a-10000-plus-word-paper-to-tell-everyone-ai-can-be-more-dangerous-than-just-taking-jobs-it-can-also/articleshow/131543663.cms
https://timesofindia.indiatimes.com/technology/tech-news/after-ceo-dario-amodeis-repeated-warning-that-ai-will-wipe-away-millions-of-jobs-anthropic-publishes-a-10000-plus-word-paper-to-tell-everyone-ai-can-be-more-dangerous-than-just-taking-jobs-it-can-also/articleshow/131543663.cms
https://macdailynews.com/2026/06/05/anthropic-urges-ai-industry-to-develop-brake-pedal-as-self-improving-systems-approach/
https://macdailynews.com/2026/06/05/anthropic-urges-ai-industry-to-develop-brake-pedal-as-self-improving-systems-approach/
https://www.pymnts.com/artificial-intelligence-2/2026/anthropic-wants-a-global-ai-pause-if-everyone-else-does/
https://www.pymnts.com/artificial-intelligence-2/2026/anthropic-wants-a-global-ai-pause-if-everyone-else-does/
https://doa.mt.gov/_docs/bfid/Blockchain_Task_Force/Meetings/2026-02-11-Minutes.pdf
https://doa.mt.gov/_docs/bfid/Blockchain_Task_Force/Meetings/2026-02-11-Minutes.pdf


Reddit, 6月 6, 2026にアクセス、 
https://www.reddit.com/r/technology/comments/1t64ul0/us_and_china_pursue_g
uardrails_to_stop_ai_rivalry/ 

11.​Competing AI strategies for the US and China - Brookings Institution, 6月 6, 2026
にアクセス、 
https://www.brookings.edu/articles/competing-ai-strategies-for-the-us-and-chin
a/ 

12.​When AI builds itself, 6月 6, 2026にアクセス、 
https://www.anthropic.com/institute/recursive-self-improvement 

13.​Alan's ASI checklist (first 50) - LifeArchitect.ai, 6月 6, 2026にアクセス、 
https://lifearchitect.ai/asi/ 

14.​Term: Hard takeoff - Global Advisors | Quantified Strategy Consulting, 6月 6, 2026
にアクセス、 https://globaladvisors.biz/2026/04/17/term-hard-takeoff/ 

15.​Recursive Self-Improvement - LessWrong, 6月 6, 2026にアクセス、 
https://www.lesswrong.com/w/recursive-self-improvement?version=1.7.0 

16.​Recursive Self-Improvement - AI Alignment Forum, 6月 6, 2026にアクセス、 
https://www.alignmentforum.org/w/recursive-self-improvement 

17.​What do people mean by "recursive self-improvement"? - LessWrong, 6月 6, 2026
にアクセス、 
https://www.lesswrong.com/posts/ELnqefmefjhyEPzbc/what-do-people-mean-b
y-recursive-self-improvement 

18.​AI Risk & Policy Forecasts from Metaculus & FLI's AI Pathways Workshop - 
LessWrong, 6月 6, 2026にアクセス、 
https://www.lesswrong.com/posts/eK9SwXrSY4s7p2RgY/ai-risk-and-policy-foreca
sts-from-metaculus-and-fli-s-ai 

19.​Anthropic wants AI development to slow down globally, warns humans could lose 
control otherwise, 6月 6, 2026にアクセス、 
https://m.economictimes.com/tech/artificial-intelligence/anthropic-wants-ai-deve
lopment-to-slow-down-globally-warns-humans-could-lose-control-otherwise/ar
ticleshow/131525733.cms 

20.​Anthropic says the world should have option to ‘pause’ on AI, 6月 6, 2026にアクセ
ス、 
https://www.theguardian.com/technology/2026/jun/05/anthropic-urges-temporar
y-pause-on-ai-development-to-discuss-risks 

21.​Anthropic's "AI Building Self" Report: I Read It So You Don't Have To (What It 
Actually Means) : r/ControlProblem - Reddit, 6月 6, 2026にアクセス、 
https://www.reddit.com/r/ControlProblem/comments/1tyfrhu/anthropics_ai_buildi
ng_self_report_i_read_it_so/ 

22.​Anthropic pushes for a frontier AI pause, 6月 6, 2026にアクセス、 
https://www.beckershospitalreview.com/healthcare-information-technology/ai/an
thropic-pushes-for-a-frontier-ai-pause/ 

23.​Claude Mythos: What Does Anthropic's New Model Mean for the Future of 
Cybersecurity?, 6月 6, 2026にアクセス、 
https://cetas.turing.ac.uk/publications/claude-mythos-future-cybersecurity 

24.​Anthropic is bringing Claude Mythos to India, select organisations to get preview 

https://www.reddit.com/r/technology/comments/1t64ul0/us_and_china_pursue_guardrails_to_stop_ai_rivalry/
https://www.reddit.com/r/technology/comments/1t64ul0/us_and_china_pursue_guardrails_to_stop_ai_rivalry/
https://www.brookings.edu/articles/competing-ai-strategies-for-the-us-and-china/
https://www.brookings.edu/articles/competing-ai-strategies-for-the-us-and-china/
https://www.anthropic.com/institute/recursive-self-improvement
https://lifearchitect.ai/asi/
https://globaladvisors.biz/2026/04/17/term-hard-takeoff/
https://www.lesswrong.com/w/recursive-self-improvement?version=1.7.0
https://www.alignmentforum.org/w/recursive-self-improvement
https://www.lesswrong.com/posts/ELnqefmefjhyEPzbc/what-do-people-mean-by-recursive-self-improvement
https://www.lesswrong.com/posts/ELnqefmefjhyEPzbc/what-do-people-mean-by-recursive-self-improvement
https://www.lesswrong.com/posts/eK9SwXrSY4s7p2RgY/ai-risk-and-policy-forecasts-from-metaculus-and-fli-s-ai
https://www.lesswrong.com/posts/eK9SwXrSY4s7p2RgY/ai-risk-and-policy-forecasts-from-metaculus-and-fli-s-ai
https://m.economictimes.com/tech/artificial-intelligence/anthropic-wants-ai-development-to-slow-down-globally-warns-humans-could-lose-control-otherwise/articleshow/131525733.cms
https://m.economictimes.com/tech/artificial-intelligence/anthropic-wants-ai-development-to-slow-down-globally-warns-humans-could-lose-control-otherwise/articleshow/131525733.cms
https://m.economictimes.com/tech/artificial-intelligence/anthropic-wants-ai-development-to-slow-down-globally-warns-humans-could-lose-control-otherwise/articleshow/131525733.cms
https://www.theguardian.com/technology/2026/jun/05/anthropic-urges-temporary-pause-on-ai-development-to-discuss-risks
https://www.theguardian.com/technology/2026/jun/05/anthropic-urges-temporary-pause-on-ai-development-to-discuss-risks
https://www.reddit.com/r/ControlProblem/comments/1tyfrhu/anthropics_ai_building_self_report_i_read_it_so/
https://www.reddit.com/r/ControlProblem/comments/1tyfrhu/anthropics_ai_building_self_report_i_read_it_so/
https://www.beckershospitalreview.com/healthcare-information-technology/ai/anthropic-pushes-for-a-frontier-ai-pause/
https://www.beckershospitalreview.com/healthcare-information-technology/ai/anthropic-pushes-for-a-frontier-ai-pause/
https://cetas.turing.ac.uk/publications/claude-mythos-future-cybersecurity


access, 6月 6, 2026にアクセス、 
https://www.indiatoday.in/technology/news/story/some-organisations-in-india-ge
t-access-to-mythos-ai-and-anthropic-expands-project-glasswing-2921140-202
6-06-03 

25.​Anthropic's Claude Mythos and What it Means for Security - ArmorCode, 6月 6, 
2026にアクセス、 
https://www.armorcode.com/blog/anthropics-claude-mythos-and-what-it-mean
s-for-security 

26.​Alignment Risk Update: Claude Mythos Preview - Anthropic, 6月 6, 2026にアクセ
ス、 https://www.anthropic.com/claude-mythos-preview-risk-report 

27.​US using Mythos for global cyber operations, Anthropic engineers helping on site: 
Report, 6月 6, 2026にアクセス、 
https://www.indiatoday.in/technology/news/story/us-using-mythos-for-global-cy
ber-operations-anthropic-engineers-helping-on-site-report-2922194-2026-06-
05 

28.​When AI Builds Itself: Our progress toward recursive self-improvement | Hacker 
News, 6月 6, 2026にアクセス、 https://news.ycombinator.com/item?id=48400842 

29.​BEYOND THE BLACK BOX: Shaping a Responsible AI Landscape, 6月 6, 2026にアク
セス、 https://www.kpmginfo.com/web/010797/EAIGG_AnnualReport_1_17.pdf 

30.​Humanity at risk from AI 'race to the bottom', says tech expert | MIT professor 
behind influential letter says unchecked development is allowing a few AI firms to 
jeopardise society's future : r/technology - Reddit, 6月 6, 2026にアクセス、 
https://www.reddit.com/r/technology/comments/17h0nsv/humanity_at_risk_from_
ai_race_to_the_bottom_says/ 

31.​Open Source or OpenAI: What's the Best Path to Advanced AI? - Decrypt, 6月 6, 
2026にアクセス、 
https://decrypt.co/211563/open-source-or-openai-whats-the-best-path-to-adva
nced-ai 

32.​The Godfather of Deep Learning Thinks We Are Building AI Wrong. - Medium, 6月 
6, 2026にアクセス、 
https://medium.com/@aftab001x/the-godfather-of-deep-learning-thinks-we-are
-building-ai-wrong-f72d01529547 

33.​The Code That Writes Itself. On Monday, buried in an Anthropic… | by Atlas 
Meissner | Atlas Anywhere | Jun, 2026 | Medium, 6月 6, 2026にアクセス、 
https://medium.com/atlas-anywhere/the-code-that-writes-itself-ccb7b7ea4b52 

34.​Serious Question. Why is achieving AGI seen as more tractable, more inevitable, 
and less of a "pie in the sky" than countless other near impossible math/science 
problems? - Reddit, 6月 6, 2026にアクセス、 
https://www.reddit.com/r/agi/comments/1pf4kzg/serious_question_why_is_achievi
ng_agi_seen_as/ 

35.​Yann LeCun "Dario is wrong. He knows absolutely nothing about the effects of 
technological revolutions on the labor market. Don't listen to him, Sam, Yoshua, 
Geoff, or me on this topic. Listen to economists who have spent their career 
studying this" ➡️ Do you agree and why? : r/LovingAI - Reddit, 6月 6, 2026にアクセ
ス、 

https://www.indiatoday.in/technology/news/story/some-organisations-in-india-get-access-to-mythos-ai-and-anthropic-expands-project-glasswing-2921140-2026-06-03
https://www.indiatoday.in/technology/news/story/some-organisations-in-india-get-access-to-mythos-ai-and-anthropic-expands-project-glasswing-2921140-2026-06-03
https://www.indiatoday.in/technology/news/story/some-organisations-in-india-get-access-to-mythos-ai-and-anthropic-expands-project-glasswing-2921140-2026-06-03
https://www.armorcode.com/blog/anthropics-claude-mythos-and-what-it-means-for-security
https://www.armorcode.com/blog/anthropics-claude-mythos-and-what-it-means-for-security
https://www.anthropic.com/claude-mythos-preview-risk-report
https://www.indiatoday.in/technology/news/story/us-using-mythos-for-global-cyber-operations-anthropic-engineers-helping-on-site-report-2922194-2026-06-05
https://www.indiatoday.in/technology/news/story/us-using-mythos-for-global-cyber-operations-anthropic-engineers-helping-on-site-report-2922194-2026-06-05
https://www.indiatoday.in/technology/news/story/us-using-mythos-for-global-cyber-operations-anthropic-engineers-helping-on-site-report-2922194-2026-06-05
https://news.ycombinator.com/item?id=48400842
https://www.kpmginfo.com/web/010797/EAIGG_AnnualReport_1_17.pdf
https://www.reddit.com/r/technology/comments/17h0nsv/humanity_at_risk_from_ai_race_to_the_bottom_says/
https://www.reddit.com/r/technology/comments/17h0nsv/humanity_at_risk_from_ai_race_to_the_bottom_says/
https://decrypt.co/211563/open-source-or-openai-whats-the-best-path-to-advanced-ai
https://decrypt.co/211563/open-source-or-openai-whats-the-best-path-to-advanced-ai
https://medium.com/@aftab001x/the-godfather-of-deep-learning-thinks-we-are-building-ai-wrong-f72d01529547
https://medium.com/@aftab001x/the-godfather-of-deep-learning-thinks-we-are-building-ai-wrong-f72d01529547
https://medium.com/atlas-anywhere/the-code-that-writes-itself-ccb7b7ea4b52
https://www.reddit.com/r/agi/comments/1pf4kzg/serious_question_why_is_achieving_agi_seen_as/
https://www.reddit.com/r/agi/comments/1pf4kzg/serious_question_why_is_achieving_agi_seen_as/


https://www.reddit.com/r/LovingAI/comments/1sppbf2/yann_lecun_dario_is_wron
g_he_knows_absolutely/ 

36.​Anthropic is not pausing. Its new report admits no AI lab can hold the brake from 
inside the race. : r/claudexplorers - Reddit, 6月 6, 2026にアクセス、 
https://www.reddit.com/r/claudexplorers/comments/1txuuxg/anthropic_is_not_pa
using_its_new_report_admits_no/ 

37.​Anthropic: "AI Will Soon Advance on Its Own... Development Pace Must Slow 
Down", 6月 6, 2026にアクセス、 
https://www.asiae.co.kr/en/article/world-general/2026060510191650030 

38.​Anthropic Warns Frontier AI Could Outpace Human Control - EM360Tech, 6月 6, 
2026にアクセス、 https://em360tech.com/tech-articles/anthropic-ai-slowdown 

39.​Anthropic calls for global freeze in AI development - Reddit, 6月 6, 2026にアクセ
ス、 
https://www.reddit.com/r/Anthropic/comments/1txegjz/anthropic_calls_for_global
_freeze_in_ai/ 

40.​Summary: Mechanisms to Verify International Agreements about AI 
Development, 6月 6, 2026にアクセス、 
https://intelligence.org/2026/03/18/mechanisms-to-verify-international-agreemen
ts-about-ai-development/ 

41.​An International Agreement to Prevent the Premature Creation of Artificial 
Superintelligence, 6月 6, 2026にアクセス、 https://arxiv.org/html/2511.10783v3 

42.​[2511.10783] An International Agreement to Prevent the Premature Creation of 
Artificial Superintelligence - arXiv, 6月 6, 2026にアクセス、 
https://arxiv.org/abs/2511.10783 

43.​Contingency Frameworks for Future U.S.-China Cooperation on AI Assurance and 
Security: Preserving Strategic Optionality - RAND, 6月 6, 2026にアクセス、 
https://www.rand.org/content/dam/rand/pubs/perspectives/PEA4800/PEA4825-1/
RAND_PEA4825-1.pdf 

44.​An International Agreement to Prevent the Premature Creation of Artificial 
Superintelligence, 6月 6, 2026にアクセス、 https://arxiv.org/html/2511.10783v2 

45.​Advanced AI: Possible futures - Centre for Future Generations, 6月 6, 2026にアク
セス、 https://cfg.eu/advanced-ai-possible-futures/ 

46.​2026 Annual Threat Assessment of the U.S. Intelligence Community - DNI.gov, 6月 
6, 2026にアクセス、 
https://www.dni.gov/files/ODNI/documents/assessments/ATA-2026-Unclassified-
Report.pdf 

47.​Nuclear arms control policies and safety in artificial intelligence: Transferable 
lessons or false equivalence? - FIIA - Finnish Institute of International Affairs, 6月 
6, 2026にアクセス、 
https://fiia.fi/en/publication/nuclear-arms-control-policies-and-safety-in-artificial-
intelligence 

48.​White House Releases Executive Order on Advanced AI Innovation and Security, 6
月 6, 2026にアクセス、 
https://www.insidegovernmentcontracts.com/2026/06/white-house-releases-exe
cutive-order-on-advanced-ai-innovation-and-security/ 

https://www.reddit.com/r/LovingAI/comments/1sppbf2/yann_lecun_dario_is_wrong_he_knows_absolutely/
https://www.reddit.com/r/LovingAI/comments/1sppbf2/yann_lecun_dario_is_wrong_he_knows_absolutely/
https://www.reddit.com/r/claudexplorers/comments/1txuuxg/anthropic_is_not_pausing_its_new_report_admits_no/
https://www.reddit.com/r/claudexplorers/comments/1txuuxg/anthropic_is_not_pausing_its_new_report_admits_no/
https://www.asiae.co.kr/en/article/world-general/2026060510191650030
https://em360tech.com/tech-articles/anthropic-ai-slowdown
https://www.reddit.com/r/Anthropic/comments/1txegjz/anthropic_calls_for_global_freeze_in_ai/
https://www.reddit.com/r/Anthropic/comments/1txegjz/anthropic_calls_for_global_freeze_in_ai/
https://intelligence.org/2026/03/18/mechanisms-to-verify-international-agreements-about-ai-development/
https://intelligence.org/2026/03/18/mechanisms-to-verify-international-agreements-about-ai-development/
https://arxiv.org/html/2511.10783v3
https://arxiv.org/abs/2511.10783
https://www.rand.org/content/dam/rand/pubs/perspectives/PEA4800/PEA4825-1/RAND_PEA4825-1.pdf
https://www.rand.org/content/dam/rand/pubs/perspectives/PEA4800/PEA4825-1/RAND_PEA4825-1.pdf
https://arxiv.org/html/2511.10783v2
https://cfg.eu/advanced-ai-possible-futures/
https://www.dni.gov/files/ODNI/documents/assessments/ATA-2026-Unclassified-Report.pdf
https://www.dni.gov/files/ODNI/documents/assessments/ATA-2026-Unclassified-Report.pdf
https://fiia.fi/en/publication/nuclear-arms-control-policies-and-safety-in-artificial-intelligence
https://fiia.fi/en/publication/nuclear-arms-control-policies-and-safety-in-artificial-intelligence
https://www.insidegovernmentcontracts.com/2026/06/white-house-releases-executive-order-on-advanced-ai-innovation-and-security/
https://www.insidegovernmentcontracts.com/2026/06/white-house-releases-executive-order-on-advanced-ai-innovation-and-security/


49.​Promoting Advanced Artificial Intelligence Innovation and Security - The White 
House, 6月 6, 2026にアクセス、 
https://www.whitehouse.gov/presidential-actions/2026/06/promoting-advanced-
artificial-intelligence-innovation-and-security/ 

50.​White House Releases Executive Order on Advanced AI Innovation and Security, 6
月 6, 2026にアクセス、 
https://www.insideprivacy.com/artificial-intelligence/white-house-releases-execu
tive-order-on-advanced-ai-innovation-and-security/ 

51.​“Promoting Advanced AI Innovation and Security” Executive Order: Top points | 
DLA Piper, 6月 6, 2026にアクセス、 
https://www.dlapiper.com/en-us/insights/publications/2026/06/promoting-advanc
ed-ai-innovation-and-security-executive-order-top-points 

52.​Fact Sheet: President Donald J. Trump Promotes Advanced Artificial Intelligence 
Innovation and Security - The White House, 6月 6, 2026にアクセス、 
https://www.whitehouse.gov/fact-sheets/2026/06/fact-sheet-president-donald-j-
trump-promotes-advanced-artificial-intelligence-innovation-and-security/ 

53.​Executive Order Promotes Public-Private Cooperation on AI Innovation and 
Security, 6月 6, 2026にアクセス、 
https://www.morganlewis.com/pubs/2026/06/executive-order-promotes-public-
private-cooperation-on-ai-innovation-and-security 

54.​Trump's AI Order Won't Stymie U.S. Competition with China, 6月 6, 2026にアクセ
ス、 
https://carnegieendowment.org/emissary/2026/06/trump-ai-order-china-compet
ition 

55.​Matt Sheehan (@mattsheehan): "New piece from me in the wake of new White 
House EO on AI. It looks at a seeming paradox: For the past 4 years, China has 
had the world's most extensive and burdensome AI regulations. During that same 
period, Chinese AI companies largely caught up w/ their American peers… - 
Substack, 6月 6, 2026にアクセス、 
https://substack.com/@mattsheehan/note/c-269981508 

56.​Matt Sheehan - Substack, 6月 6, 2026にアクセス、 
https://substack.com/@mattsheehan 

57.​The US–China AI Semiconductor Rivalry Enters a New Stage — How Security 
Priorities and Industrial Competition Are Reshaping the Landscape, 6月 6, 2026に
アクセス、 
https://www.mitsui.com/mgssi/en/report/detail/__icsFiles/afieldfile/2026/04/17/260
3_tsuji_isobe_li_e.pdf 

58.​Two Loops: How China's Open AI Strategy Reinforces Its Industrial Dominance, 6
月 6, 2026にアクセス、 
https://www.uscc.gov/sites/default/files/2026-03/Two_Loops--How_Chinas_Open
_AI_Strategy_Reinforces_Its_Industrial_Dominance.pdf 

59.​AI Act | Shaping Europe's digital future - European Union, 6月 6, 2026にアクセス、 
https://digital-strategy.ec.europa.eu/en/policies/regulatory-framework-ai 

60.​6月 6, 2026にアクセス、 
https://labs.cloudsecurityalliance.org/research/csa-research-note-eu-ai-act-high

https://www.whitehouse.gov/presidential-actions/2026/06/promoting-advanced-artificial-intelligence-innovation-and-security/
https://www.whitehouse.gov/presidential-actions/2026/06/promoting-advanced-artificial-intelligence-innovation-and-security/
https://www.insideprivacy.com/artificial-intelligence/white-house-releases-executive-order-on-advanced-ai-innovation-and-security/
https://www.insideprivacy.com/artificial-intelligence/white-house-releases-executive-order-on-advanced-ai-innovation-and-security/
https://www.dlapiper.com/en-us/insights/publications/2026/06/promoting-advanced-ai-innovation-and-security-executive-order-top-points
https://www.dlapiper.com/en-us/insights/publications/2026/06/promoting-advanced-ai-innovation-and-security-executive-order-top-points
https://www.whitehouse.gov/fact-sheets/2026/06/fact-sheet-president-donald-j-trump-promotes-advanced-artificial-intelligence-innovation-and-security/
https://www.whitehouse.gov/fact-sheets/2026/06/fact-sheet-president-donald-j-trump-promotes-advanced-artificial-intelligence-innovation-and-security/
https://www.morganlewis.com/pubs/2026/06/executive-order-promotes-public-private-cooperation-on-ai-innovation-and-security
https://www.morganlewis.com/pubs/2026/06/executive-order-promotes-public-private-cooperation-on-ai-innovation-and-security
https://carnegieendowment.org/emissary/2026/06/trump-ai-order-china-competition
https://carnegieendowment.org/emissary/2026/06/trump-ai-order-china-competition
https://substack.com/@mattsheehan/note/c-269981508
https://substack.com/@mattsheehan
https://www.mitsui.com/mgssi/en/report/detail/__icsFiles/afieldfile/2026/04/17/2603_tsuji_isobe_li_e.pdf
https://www.mitsui.com/mgssi/en/report/detail/__icsFiles/afieldfile/2026/04/17/2603_tsuji_isobe_li_e.pdf
https://www.uscc.gov/sites/default/files/2026-03/Two_Loops--How_Chinas_Open_AI_Strategy_Reinforces_Its_Industrial_Dominance.pdf
https://www.uscc.gov/sites/default/files/2026-03/Two_Loops--How_Chinas_Open_AI_Strategy_Reinforces_Its_Industrial_Dominance.pdf
https://digital-strategy.ec.europa.eu/en/policies/regulatory-framework-ai
https://labs.cloudsecurityalliance.org/research/csa-research-note-eu-ai-act-high-risk-compliance-deadline-20/#:~:text=August%202%2C%202026%20is%20the,Article%2026%20(deployer%20requirements).


-risk-compliance-deadline-20/#:~:text=August%202%2C%202026%20is%20the,
Article%2026%20(deployer%20requirements). 

61.​EU AI Act High-Risk Deadline: Enterprise Readiness Gap – Lab Space, 6月 6, 2026
にアクセス、 
https://labs.cloudsecurityalliance.org/research/csa-research-note-eu-ai-act-high
-risk-compliance-deadline-20/ 

62.​EU Artificial Intelligence Act | Up-to-date developments and analyses of the EU AI 
Act, 6月 6, 2026にアクセス、 https://artificialintelligenceact.eu/ 

63.​AI Act Update: EU Resolves to Change Rules and Extend Deadlines - Latham & 
Watkins, 6月 6, 2026にアクセス、 
https://www.lw.com/en/insights/ai-act-update-eu-resolves-to-change-rules-and-
extend-deadlines 

64.​Takeoff speeds - The sideways view, 6月 6, 2026にアクセス、 
https://sideways-view.com/2018/02/24/takeoff-speeds/ 

65.​Faster Than Oversight — AI Risks Observatory - GLOBAÏA, 6月 6, 2026にアクセス、 
https://globaia.org/ai-risks/ 

66.​AI Alignment 2018-19 Review, 6月 6, 2026にアクセス、 
https://www.alignmentforum.org/posts/dKxX76SCfCvceJXHv/ai-alignment-2018-1
9review 

67.​Eric Schmidt on recursive self-improvement - LessWrong, 6月 6, 2026にアクセス、 
https://www.lesswrong.com/posts/cLC2HcQbFZ5pFAgqC/eric-schmidt-on-recur
sive-self-improvement 

https://labs.cloudsecurityalliance.org/research/csa-research-note-eu-ai-act-high-risk-compliance-deadline-20/#:~:text=August%202%2C%202026%20is%20the,Article%2026%20(deployer%20requirements).
https://labs.cloudsecurityalliance.org/research/csa-research-note-eu-ai-act-high-risk-compliance-deadline-20/#:~:text=August%202%2C%202026%20is%20the,Article%2026%20(deployer%20requirements).
https://labs.cloudsecurityalliance.org/research/csa-research-note-eu-ai-act-high-risk-compliance-deadline-20/
https://labs.cloudsecurityalliance.org/research/csa-research-note-eu-ai-act-high-risk-compliance-deadline-20/
https://artificialintelligenceact.eu/
https://www.lw.com/en/insights/ai-act-update-eu-resolves-to-change-rules-and-extend-deadlines
https://www.lw.com/en/insights/ai-act-update-eu-resolves-to-change-rules-and-extend-deadlines
https://sideways-view.com/2018/02/24/takeoff-speeds/
https://globaia.org/ai-risks/
https://www.alignmentforum.org/posts/dKxX76SCfCvceJXHv/ai-alignment-2018-19review
https://www.alignmentforum.org/posts/dKxX76SCfCvceJXHv/ai-alignment-2018-19review
https://www.lesswrong.com/posts/cLC2HcQbFZ5pFAgqC/eric-schmidt-on-recursive-self-improvement
https://www.lesswrong.com/posts/cLC2HcQbFZ5pFAgqC/eric-schmidt-on-recursive-self-improvement

	複雑化するAI開発競争と「再帰的自己改良」の脅威：アンソロピックの提言が突きつける地政学的・経済的・技術的課題の全容 
	Gemini  3.1 pro 
	1. 序論：新たな技術的パラダイムと「一時停止」メカニズム構築の提言 
	2. 技術的転換点：自律化する開発サイクルと再帰的自己改良（RSI）の現実 
	2.1 開発プロセスにおけるAIの自律性拡大と生産性の爆発 
	2.2 再帰的自己改良（RSI）の二つのフェーズ：イージーRSIとハードRSI 

	3. Claude Mythos Previewとサイバーセキュリティにおけるパラダイムシフト 
	3.1 脆弱性発見の自動化と「デュアルユース」のジレンマ 
	3.2 セキュリティオペレーションのボトルネックの移行 
	3.3 国家安全保障への組み込みと攻撃的サイバー作戦（NSAとの連携） 

	4. 提言の裏に潜む経済的動機と「規制の虜」を巡る激しい論争 
	4.1 1兆ドル規模のIPOに向けたマーケティング戦略という批判 
	4.2 「規制の虜（Regulatory Capture）」と先行企業の寡占戦略 
	4.3 オープンソース陣営からの反発とヤン・ルカンの離脱 

	5. 国際的なAI軍備管理と検証メカニズムの技術的・政治的ハードル 
	5.1 核軍縮条約との非対称性と隠蔽の容易さ 
	5.2 計算資源（Compute）の追跡と検証レイヤーの構築 

	6. 米中覇権競争と非対称な規制アプローチの地政学 
	6.1 米国：大統領令を通じたイノベーションの加速と軍事利用の推進 
	6.2 中国のAI戦略の逆説：強力な規制下での産業躍進 
	6.3 欧州連合（EU）の動向とコンプライアンスの重圧 

	7. テイクオフ速度と人類の未来シナリオ：ソフトかハードか 
	7.1 ソフトテイクオフとハードテイクオフの分岐 
	7.2 アライメント欠陥の複利効果と制御不能のリスク 

	8. 結論：制御とイノベーションの狭間で求められる新たなガバナンス 
	引用文献 



